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当時国内最大容量乗用エレベーター（80人乗）を納入

2016 上海中心大厦（地上632ｍ）向けに世界最高速※となる　　　 1230ｍ/分のエレベーターを納入
※2016年11月当社調べ



OFFICE AMBIENCE

ビジネスシーンで求められる、より速やかで、スムーズなフロア移動。

NEXCUBEは快適な乗り心地や、独自の群管理システムによる待ち時間の短縮など、

最先端テクノロジーを駆使して、オフィスビルのパフォーマンス向上に応えます。

そのスムーズな移動は、
ビジネスの機動力になる。

5 6※写真の色は実際と異なる場合があります。

用
途
別
デ
ザ
イ
ン

オ
フ
ィ
ス
用

ビジネスの空間に上質な広がりを。
天井の両端に配したガラスクロス照明が、移動のひと時を
柔らかな光で満たし、落ち着いた雰囲気を演出します。

天井	 ：	 中央ガラスクロス照明（GL1）

	 	 〈両サイド〉鋼板塗装、ダウンライト

壁・戸・上板	：	 全艶鋼板塗装、化粧シート貼

袖壁	 ：	 ステンレスバイブレーション

出入口柱	 ：	 ステンレスフラットバーヘアライン

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	 袖壁一体形/液晶インジケーター

	 	 ストロークボタン（黄橙色LED）

車いす専用操作盤	：	〈フェースプレート〉ステンレスバイブレーション

	 	 セグメントLEDインジケーター/ストロークボタン（黄橙色LED）

手すり	 ：	 木製（ナチュラル）

鏡	 ：	 ステンレス鏡面（フルハイト）

オフィスビルにエレガントなくつろぎを。
透明感あふれる空間に、ガラスクロス照明とダウンライトの組み合わせ。格調高いモニュメントビルに最適です。

天井	 ：	 両サイドガラスクロス照明（GL2）

	 	 〈中央〉鋼板塗装

壁・戸・上板	 ：	 ステンレスショットブラスト、全艶鋼板塗装

袖壁	 ：	 ステンレスへアライン

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 液晶インジケーター

	 	 ステンレスクリックボタン（青色LED）

車いす専用操作盤	：	 〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 セグメントLEDインジケーター

	 	 ステンレスクリックボタン（青色LED）

手すり	 ：	 ステンレスヘアライン

鏡	 ：	 ステンレス鏡面（フルハイト）



7 8※写真の色は実際と異なる場合があります。

用
途
別
デ
ザ
イ
ン

オ
フ
ィ
ス
用

天井	 ：	 間接光照明、鋼板塗装、ダウンライト（GS-A10）

壁・上板	 ：	 化粧シート貼

戸	 ：	 化粧シート貼 /戸当り目地付き

袖壁	 ：	 ステンレスヘアライン

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 液晶インジケーター

	 	 ステンレスクリックボタン（黄橙色LED）

手すり	 ：	 木製（ナチュラル）

天井	 ：	 鋼板塗装、ダウンライト（CL2）

壁・戸・上板	：	 鋼板塗装

袖壁	 ：	 ステンレスへアライン

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 液晶インジケーター

	 	 ステンレスクリックボタン（白色LED）

天井	 ：	 ガラスクロス全面光照明（DL4）

壁・戸・上板	：	 ステンレスバイブレーション、鋼板塗装

袖壁	 ：	 ステンレスバイブレーション

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：		〈フェースプレート〉ステンレスバイブレーション

	 	 	液晶インジケーター/クリスタルボタン（黄橙色LED）

手すり	 ：	 ステンレスヘアライン

鏡	 ：	 ステンレス鏡面（フルハイト）

オフィスビルに優美な時間を。
天井全面にガラスクロス全面光照明を配し、広がり感のある空間を確保。
ビジネスシーンに気品ある印象を与えます。



9 10※写真の色は実際と異なる場合があります。

用
途
別
デ
ザ
イ
ン

オ
フ
ィ
ス
用

三方枠	 ：	 ホールランタン組込

	 	 ステンレスヘアライン	

戸	 ：	 化粧シート貼/戸当り目地付き	

乗場ボタン	：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 ステンレスクリックボタン（黄橙色LED）	

三方枠	 ：	ホールランタン/乗場ボタン組込

	 			ステンレスへアライン

戸	 ：	 鋼板塗装

乗場ボタン	：	クリスタルボタン（黄橙色LED）

三方枠	 ：	 幕板戸面一・大枠角形

	 	 ホールランタン組込

	 	 ステンレスバイブレーション

戸・幕板	 ：	 ステンレスバイブレーション

乗場ボタン	：〈フェースプレート〉ステンレスバイブレーション

　　　　　　　ストロークボタン（黄橙色LED）	

ビジネスシーンに心安らぐ洗練を。
シンプルな中にも都会的なセンスが溢れ、テナントとオフィスの複合型ビルにも、しなやかにフィットします。



HOTEL COMFORT

世界中から訪れるゲストを乗せて、24時間稼働するホテルのエレベーター。

ひときわ快適な乗り心地を追求するとともに、インテリアにもこだわりぬきました。

客室内を思わせるホスピタリティあふれるデザインで、ホテルの格式に応えます。

その気品ある佇まいは、
ホテルのもうひとつの顔になる。

11 12※写真の色は実際と異なる場合があります。

用
途
別
デ
ザ
イ
ン

ホ
テ
ル
用

ホテル空間にハイグレードな歓びを。
高級化粧木を贅沢にあしらい、デザイン性の高い照明と大理石の床を採用。ホテルの格式をさらに際立たせます。

天井	 ：	円形間接照明

	 	 鋼板塗装、ダウンライト

壁・上板	 ：	鋼板塗装、ステンレス鏡面、化粧シート貼

戸	 ：	化粧シート貼 /戸当り目地付き

袖壁	 ：	ステンレスヘアライン

床	 ：	ゴムタイル貼

巾木	 ：	ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 液晶インジケーター/ステンレスクリックボタン（白色LED）

車いす専用操作盤	：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 セグメントLEDインジケーター

	 	 ステンレスクリックボタン（白色LED）

手すり	 ：	ステンレスヘアライン

鏡	 ：	ステンレス鏡面（フルハイト）

ホテル空間に至福のもてなしを。
中央に円形の間接光を配し、ダウンライトが落ち着きを演出。
フォーマルなデザインはシティホテルに最適です。

天井	 ：	 円形折上げ式間接照明

	 	 鋼板塗装、ダウンライト

壁・上板	 ：	 化粧木

戸	 ：	 化粧木/戸当り目地付き

袖壁	 ：	 ステンレスバイブレーション

出入口柱	 ：	 ステンレスフラットバーへアライン

床	 ：	 大理石

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	 袖壁一体形 /液晶インジケーター

	 	 大形ストロークボタン（黄橙色LED）

手すり	 ：	 木製（ダーク）

鏡	 ：	ステンレス鏡面（フルハイト）



13 14※写真の色は実際と異なる場合があります。

用
途
別
デ
ザ
イ
ン

ホ
テ
ル
用

天井	 ：	アーチ形間接照明（GS-A20）

	 	 鋼板塗装/パンチング/アクリルブロック

壁・上板	 ：	 化粧シート貼

戸	 ：	 化粧シート貼/戸当り目地付き

袖壁	 ：	ステンレスヘアライン

床	 ：	ゴムタイル貼

巾木	 ：	ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 		液晶インジケーター

	 	ストロークボタン（黄橙色LED）

手すり	 ：	木製（ナチュラル）

三方枠	 ：	 幕板戸面一

	 	 ステンレスフラットバーバイブレーション

戸・幕板	 ：	 カラーステンレスバイブレーション

乗場ボタン	：	〈フェースプレート〉

	 	 カラーステンレスバイブレーション

	 	 クリスタルボタン（黄橙色LED）

ホールランタン	：	〈フェースプレート〉

	 	 カラーステンレスバイブレーション

三方枠	 ：	 幕板付き大枠角形

	 	 ステンレスヘアライン

戸	 ：	 ステンレスヘアライン

乗場ボタン	：	〈フェースプレート〉

	 	 ステンレスヘアライン

	 	 ステンレスクリックボタン（黄橙色LED）

乗場ボタン分離形インジケーター

三方枠	 ：	 ホールランタン/	乗場ボタン組込

	 	 ステンレスバイブレーション

戸	 ：	 ステンレスバイブレーション

	 	 エッチング

乗場ボタン	：	 ストロークボタン（黄橙色LED）

ホテルのひとときにモダンな印象を。
中央に配した間接光の両サイドにクリスタル調の
アクリルブロックを採用。ビジネスホテルにもおすすめします。



ショッピングやアメニティなど、商業スペースの人の流れは大量かつ複雑です。

多くのお客様の移動を安全に、快適に、そして効率よくサポート。

デパートから大型ショッピングモールまで、あらゆるタイプの商業ニーズに応えます。

その快適な移動は、商業空間に
活気ある人の流れをつくる。

SHOPPING PLEASURE

15 16※写真の色は実際と異なる場合があります。

用
途
別
デ
ザ
イ
ン

商
業
施
設
用

三方枠	 ：	 幕板付き大枠角形

	 	 ステンレスヘアライン	

戸・幕板	 ：	 鋼板塗装	

乗場ボタン	 ：	〈フェースプレート〉

	 	 ステンレスヘアライン

	 	 □60mm大形ボタン（黄橙色LED）

乗場ボタン分離形	：	 アナログ式
インジケーター

三方枠	 ：		大枠角形

	 　	ステンレスヘアライン	

戸	 ：		鋼板塗装

乗場ボタン一体形	：		〈フェースプレート〉
インジケーター	 　	ステンレスヘアライン

	 	 	液晶インジケーター

	 			クリスタルボタン（白色LED）

天井	 ：	 樹脂板全面光照明（SL-B10）

壁・戸	 ：	 鋼板塗装

上板	 ：	 ステンレスヘアライン/店内案内表示板

	 	 アナログインジケーター

袖壁	 ：	 ステンレスへアライン

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉	ステンレスヘアライン

	 	 液晶インジケーター/□60mm大形ボタン（黄橙色LED）

車いす専用操作盤	：	〈フェースプレート〉	ステンレスヘアライン

	 	 セグメントLEDインジケーター

	 	 □60mm大形ボタン（黄橙色LED）

手すり	 ：	 木製（ナチュラル）

鏡	 ：	 ステンレス鏡面（フルハイト）

腰掛	 ：	 合成皮革

キックプレート	 ：	 ステンレスヘアライン

ショッピング空間にひとつ上の使いやすさを。
天井一面に施した照明板は、かご内に十分な明るさを確保。
スーパーやショッピングモールに幅広くお使いいただけます。



暮らす人を、深い満足でもてなすマンションのエレベーター。

快適な乗り心地はもちろん、高品位に調和するデザインを追求しました。

移動するための空間は、心を解放するもうひとつの部屋になります。

その満ちたりた時間は、
住むことと美しく響きあう。

RESIDENTIAL AMENITY

17 18※写真の色は実際と異なる場合があります。

用
途
別
デ
ザ
イ
ン

住
宅
用

天井	 ：	 ガラスクロス全面光照明（DL4）

壁・上板	 ：	 化粧シート貼

戸	 ：	 化粧シート貼/大形窓付き/戸当り目地付き

袖壁	 ：	 ステンレスへアライン

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 液晶インジケーター/□60mm大形ボタン（黄橙色LED）

車いす専用操作盤	：	 〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 　	セグメントLEDインジケーター

	 	 □60mm大形ボタン（黄橙色LED）

手すり	 ：	 木製（ダーク）

鏡	 ：	 ステンレス鏡面

防犯カメラ

三方枠	 ：	幕板付き大枠末広形/鋼板塗装

戸	 ：	鋼板塗装/大形窓付き

乗場ボタン一体形	：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン
インジケーター	 			液晶インジケーター

	 			ステンレスクリックボタン（黄橙色LED）

乗場液晶モニター	：	5.7インチタイプ

	 	 	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

居住空間に心を深く満たす上質を。全面に落ち着きのあるダークウッドをあしらい、
ハイグレードマンションに最適。車いすの方にも使いやすい専用操作盤も採用しています。



どんなタイプのビルにも合うスタンダード・エレベーター。

飽きのこないシンプルなデザインの中に、基本性能を徹底的に追求しました。

あらゆる業態に、揺るぎない機動性と信頼性で応えます。

その基本性能は、
活気あるビルを頼もしく支える。

BASIC EFFICIENCY

19 20※写真の色は実際と異なる場合があります。

人
荷
用

用
途
別
デ
ザ
イ
ン

活気あるビルにシンプルな使いやすさを。照明板を天井の中央に配置した、
飽きのこないデザインです。シンプルな中に、幅広い適応性をさりげなく主張します。

天井	 ：	 フラット照明 /鋼板塗装（CL1）

壁・戸・上板	：	 鋼板塗装

袖壁	 ：	 ステンレスへアライン

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 セグメントLEDインジケーター

	 	 ステンレスクリックボタン（黄橙色LED）

天井	 ：	 樹脂グローブ＋スリット照明（CN-A20）

	 	 鋼板塗装

壁・上板	 ：	 鋼板塗装

戸	 ：	 鋼板塗装/戸当り目地付き

袖壁	 ：	 ステンレスへアライン

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン

	 	 セグメントLEDインジケーター

	 	 ステンレスクリックボタン（黄橙色LED）

キックプレート	：	 ステンレスヘアライン

三方枠	 ：	大枠末広形

	 	 ステンレスヘアライン

戸	 ：	鋼板塗装/戸当り目地付き

乗場ボタン一体形：〈フェースプレート〉ステンレスヘアライン	 	
インジケーター	 	 セグメントLEDインジケーター

	 	 ステンレスクリックボタン（黄橙色LED）

あらゆるビルに応える柔軟性を。
縦長の照明板を天井の左右にレイアウトした、
さまざまなビルの用途にご利用いただける
シンプルなデザインです。



シースルータイプの展望用エレベーターは、移動もデザインの一部です。

街ゆく人々の視線を集める際立った存在感は、ビルの象徴そのもの。

そして、乗る人を解放感いっぱいの眺望でもてなし、ビルの個性化に応えます。

その鮮やかな眺望は、
移動さえも至福の時に変える。

OBSERVATION DESIGN

21 22※写真の色は実際と異なる場合があります。※	写真に掲載されている機器は機種により異なります。

展
望
用

用
途
別
デ
ザ
イ
ン

三方枠	 ：	 インジケーター/乗場ボタン組込

	 	 ステンレスへアライン

戸	 ：	 ステンレスへアライン

	 	 シースルードア

乗場ボタン一体形	：	 液晶インジケーター
インジケーター	 	 ステンレスクリックボタン（黄橙色LED）

天井	 ：	 ガラスクロス照明

壁・上板	 ：	 ステンレスバイブレーション

戸	 ：	 ステンレスバイブレーション

	 	 シースルードア	

袖壁	 ：	 ステンレスバイブレーション

床	 ：	 ゴムタイル貼	

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉

	 	 ステンレスバイブレーション

	 	 液晶インジケーター

	 	 ステンレスクリックボタン

	 	 （黄橙色LED）

手すり（三方向）	：	 ステンレスヘアライン	

キックガード	 ：	 ステンレスヘアライン	 	

天井	 ：	 ガラスクロス照明

壁・上板	 ：	 鋼板塗装

戸	 ：	 鋼板塗装

	 	 シースルードア

袖壁	 ：	 ステンレスヘアライン

床	 ：	 ゴムタイル貼

巾木	 ：	 ステンレスへアライン

かご操作盤	 ：	〈フェースプレート〉

	 	 ステンレスへアライン

	 	 液晶インジケーター

	 	 クリスタルボタン（黄橙色LED）

手すり（三方向）	：	 ステンレスヘアライン

キックガード	 ：	 ステンレスヘアライン
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※液晶インジケーター、白色 LEDは直射日光等により視認性が悪くなる場合があります。

※1	戸開閉ボタンは凸文字となります。
※2		ボタン内の文字は一例です。また、かご内インジケー	

	ターの文字表示には制限があります。

CBV1-F660J
セグメントLEDインジケーター
ステンレスクリックボタン

（凸文字）

CBN2-F660J
セグメントLEDインジケーター
ストロークボタン

CBL2-F660J
セグメントLEDインジケーター
□60mm大形ボタン

CBB2-F660J
セグメントLEDインジケーター
クリスタルボタン

〈有償付加仕様〉 〈有償付加仕様〉 〈有償付加仕様〉 〈有償付加仕様〉

CSA-A20

〈 基本仕様 〉

〈有償付加仕様〉

ステンレスクリックボタン
（凸文字）

ステンレスクリックボタン※1 ストロークボタン 大形ストロークボタン※2 小形ボタン
〈有償付加仕様〉 〈有償付加仕様〉 〈有償付加仕様〉〈 基本仕様 〉 〈 基本仕様 〉

サイズ：□60
□60mm大形ボタン
〈有償付加仕様〉

サイズ：□60
□60mm大形ボタン（凸文字）

〈有償付加仕様〉

サイズ：φ50
クリスタルボタン

〈有償付加仕様〉

CBV1-C660J
セグメントLEDインジケーター
ステンレスクリックボタン

（凸文字）

CBL2-C630J
液晶インジケーター
□60mm大形ボタン

CBB2-C630J
液晶インジケーター
クリスタルボタン

CBN2-C630J
液晶インジケーター
ストロークボタン

液晶インジケーター
大形ストロークボタン

使用例

CBU2-C630J
液晶インジケーター
小形ボタン

〈有償付加仕様〉 〈有償付加仕様〉 〈有償付加仕様〉 〈有償付加仕様〉〈有償付加仕様〉〈 基本仕様 〉

〈有償付加仕様〉 白色 〈有償付加仕様〉 青色〈 基本仕様 〉 黄橙色

点灯色を3種類から選べます。（小形ボタンは黄橙色のみとなります。）

ステンレスクリックボタン（凸文字） クリスタルボタン

〈有償付加仕様〉 白色 〈有償付加仕様〉 青色〈有償付加仕様〉 黄橙色

　かご操作盤（袖壁取付）

　かご操作盤（車いす専用） インターホンボタン

防犯警報装置

B

B

A

C

ステンレスフェースプレート

C

ステンレスフェースプレート

ステンレスフェースプレート

ボタンラインアップ （下記の写真は非点灯時を示します。）

　かご内インジケーター（袖壁取付）A

サイズ：φ33
サイズ：φ33 サイズ：□35 サイズ：高さ19×幅27サイズ：高さ35×幅104

サイズ：□32

サイズ：高さ85×幅120

よりスムーズに目的階へ。その進化は、見やすく、使いやすく、美しく。

液晶インジケーター
一画面

〈有償付加仕様〉
液晶インジケーター

二画面

〈有償付加仕様〉
セグメントLED
インジケーター

〈 基本仕様 〉
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サイズ：φ33

ホールランタン

　乗場ボタン分離形インジケーター

　乗場ボタン一体形インジケーターA

ボタンラインアップ （下記の写真は非点灯時を示します。）

A

B

D

C

ステンレスフェースプレートセグメントLEDインジケーター

ステンレスフェースプレート

　乗場モニターD

ステンレスフェースプレート

ステンレスフェースプレート液晶インジケーター

ストロークボタン
〈有償付加仕様〉

ステンレスクリックボタン
（凸文字）

〈 基本仕様 〉
ステンレスクリックボタン

〈 基本仕様 〉

HBV1-C710
<一般>

ステンレスクリックボタン（凸文字）

HBV1-F710
<車いす>

ステンレスクリックボタン（凸文字）

〈有償付加仕様〉 〈有償付加仕様〉

サイズ：高さ755×幅90

PIV1-F810
<車いす仕様一体形>

ステンレスクリックボタン（凸文字）

〈有償付加仕様〉

サイズ：
高さ515×幅90

サイズ：高さ220×幅90 サイズ：高さ265×幅90

PIV1-C710
<1car>
ステンレス
クリックボタン
（凸文字）

〈 基本仕様 〉

サイズ：
高さ515×幅155

PIV1-C766
<1car>
ステンレス
クリックボタン
（凸文字）

〈有償付加仕様〉

サイズ：
高さ515×幅110

PIV1-C776
<2car>
ステンレス
クリックボタン
（凸文字）

〈有償付加仕様〉

サイズ：
高さ515×幅175

PIV1-C720
<2car>
ステンレス
クリックボタン
（凸文字）

〈 基本仕様 〉

〈有償付加仕様〉 白色 〈有償付加仕様〉 青色〈 基本仕様 〉 黄橙色 〈有償付加仕様〉 白色 〈有償付加仕様〉 青色〈 基本仕様 〉 黄橙色

　乗場ボタンB

点灯色を3種類から選べます。

ステンレスクリックボタン（凸文字） ステンレスクリックボタン

〈有償付加仕様〉
PID-D417

フェースプレートなし（幕板組込）
サイズ：高さ100×幅424

〈有償付加仕様〉
HID-C120

5.7インチタイプ（壁埋め込み式）
サイズ：高さ150×幅225

〈有償付加仕様〉
HID-C150

15インチタイプ（壁掛け式）
サイズ：高さ271×幅355

〈有償付加仕様〉
HID-C155

15インチタイプ（壁埋め込み式）
サイズ：高さ340×幅430

〈有償付加仕様〉
PIH-D417

ステンレスフェースプレート
サイズ：高さ125×幅500

サイズ：□60

〈有償付加仕様〉
□60mm大形ボタン（凸文字）

サイズ：□60

〈有償付加仕様〉
□60mm大形ボタン クリスタルボタン

〈有償付加仕様〉

サイズ：φ50

サイズ：φ33 サイズ：□35

※液晶インジケーター、白色 LEDは直射日光等により視認性が悪くなる場合があります。

C

ランタンサイズ：
高さ230×幅40

HLV-E61
透明アクリル

（点灯時：黄橙色、消灯時：乳白色）

〈有償付加仕様〉

ランタンサイズ：
高さ230×幅40

HLV-E66
透明アクリル

（点灯時：黄橙色、消灯時：乳白色）

〈有償付加仕様〉

ランタンサイズ：
φ75

HLV-A21
透明アクリル

（点灯時：黄橙色、消灯時：乳白色）

〈有償付加仕様〉
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制御電流

加速度信号

アクチュエーター

加速度センサ

コントローラー

かご

通常運転時

※2カ国語：日本語→英語を3秒間で画面切替えて表示

管制運転時
かご内映像表示
(有償付加仕様)

通常運転時

管制運転時

画面表示例
（15インチタイプ）

設置例（15インチタイプ）

スーパー可変速システム  〈有償付加仕様〉

かごとおもりのバランスを利用し、乗車率に応じて運行速度を連続的にアッ
プします。さらに、かごとおもりのバランスを最適化することにより、乗車率
の低い領域も運行速度のアップが可能になりました。長い待ち時間や遅い
運行速度に不満を感じる利用者の声にお応えします。

・ 無段階可変速
乗車率に応じて最適な最高速度を提供。乗車時間の短縮や待ち時間の改
善を実現します。

・ かごとおもりのバランス最適化
かごとおもりのバランスの最適化を図ることで、空かごや1人乗りの状態でも
高速化を実現します。（積載量1800kg以下のエレベーターのみ）

・ 加速度の向上
乗車率に応じて加速度を上げるため、走行距離が短い移動でも、乗車時間
を短縮します。

・ 最高速度のアップ
定格速度60m/minの場合、最高速度を105m/minまでスピードアップし
ます。

スーパー可変速システム適用範囲について
定格速度

（m/min）
中間負荷時定格速度

（m/min）
最小昇降行程

（m）
45 60 	5
60 105 10
90 105 10
105 120 12

上記の昇降行程未満の場合、スーパー可変速システムの機能を最大限
発揮できないことがありますので当社にお問合せください。

アクティブローラーガイド 〈基本仕様〉

走行時のかご振動を加速度センサにより検知し、振動と逆方向の力を

かごに加えることで、かごの揺れをほとんど感じさせないレベルに低減できる

アクティブローラーガイドを世界で初めて開発しました。このローラーガイド

により、最高品質の乗り心地を提供するとともに、ローラーガイド部分に

高効率のリニアモーター式アクチュエーターを採用し、低消費電力を実現

しています。

かご内液晶インジケーター 〈有償付加仕様〉

視認性の高い書体と矢印のアニメーションで、エレベーターの動きを

わかりやすく伝える5.7インチTFTカラー液晶インジケーター。さらに保守

サービス※のご利用により、ニュース、天気予報など、付加価値の高い情報

をタイムリーにお届けします。

かご内防犯カメラ 〈有償付加仕様〉

管理人室などからエレベーター内

を監視することができます。犯罪

の抑止や早期発見に有効です。

任意階サービス切放し機能 〈基本仕様〉

ビルを竣工した後にテナントの変更などがあった場合、特定の階へ

エレベーターを止めないようにすることができます。かご内の操作盤

で、エレベーターのサービス階を自由に変更できるので、たいへん便利

です。（緊急時には、サービス切放し階に停止する場合があります。）

サービス階切放し機能 〈有償付加仕様〉

フロアによって営業時間が異なる場合など、エレベーターを停止

させないようにしたり、サービスするエレベーターを限定します。

なお、スイッチ（キースイッチ、テンキー、カードリーダー）や時刻に

より一時的に特定の階のサービス切放しを解除します。

（緊急時には、サービス切放し階に停止する場合があります）

Security
セキュリティが求められる時代に、
できる全てのことを。Comfortable 世界最高クラスの技術を使って、真に快適な乗り心地を。

※ご利用には、当社とのメンテナンス契約が必要です。またエレベーターの仕様によっては、
適用できない場合があります。

暗証式シークレットコール 〈有償付加仕様〉

あらかじめ特定の階（最大16階床）に暗証番号を設定しておくこと

で、その暗証番号を知っている人だけがかご呼びの登録をすること

ができます。設定後の暗証番号の変更も自由です。同一ビル内に

オーナーの方の住居がある場合など、特定の階への部外者の出入り

を制限したいときに最適です。（緊急時には、呼び登録制限階に

停止する場合があります。）
※指紋照合呼び登録装置との併用はできません。

乗場液晶モニター 〈有償付加仕様〉

かご内防犯カメラからの映像を

乗場に設置した液晶モニターに

表示し、防犯効果を高めます。また、

保守サービス※のご利用による

ニュース/天気予報などの情報を

提供。

5.7インチ/15インチの2タイプから

選べます。

※	ご利用には当社とのメンテナンス契約が
必要です。またエレベーターの仕様によって
は、適用できない場合があります。

機械室レス・エレベーターのみに適用可能です。 建物仕様が共同住宅の場合、基本仕様となります。（レコーダーは有償付加仕様)

速度300m/min以上の高速エレベーターに適用可能です。

●	平均速度を最大47％向上
●	待ち時間を最大22％短縮
●	乗車時間を最大33％短縮

スーパー可変速システムを適用しない場合との比較

スーパー可変速システム無（定格速度60m/min）

スーパー可変速システム  平均速度88m/min※2
（乗車人数に応じて 60～105m/min）

※1 当社計算値です｡ご利用状況、建物の仕様により異なります。 ※2 マンションの場合。

可変速性能比較※1
スーパー可変速システムの
運行速度（分速60mの例 イメージ）

運行速度（m/min）

乗車率（%）0%

105

90

60

20% 40% 60% 80% 100%

発生頻度の高い、乗車率
0～20％の運行速度が速い

最高速度が
60m/min→105m/min
までアップ

乗車率に応じた速度（上昇時）

 45→60［m/min］

 0%  100% 50%

60→105［m/min］

90→105［m/min］

105→120［m/min］

定格速度
  乗車率

57〜
60

105〜
90
120〜
105

75〜105

60

105

105

120

105〜60

45

60

90

105

60〜45

通常時 通常時

緊急時 緊急時

アナウンス

液晶インジケーター

アナウンス

液晶インジケーター

通常時

緊急時

■目の不自由な方でも押しやすい凸文字ボタン

■色弱者の方でも見やすい液晶インジケーター

2ヵ国語：日本語→英語

2ヵ国語：日本語・英語を同一画面にて表示

4ヵ国語：日本語→英語→中国語→韓国語

4ヵ国語：日本語・英語→
中国語（簡体字・繁体字）・韓国語を
3秒間で画面切替えて表示

この「三菱乗用エレベーター NEXCUBE」は色覚の個人

差を問わず、より多くの人に見やすいカラーユニバーサルデ

ザインに配慮して作られていると、NPO法人カラーユニ

バーサルデザイン機構により認証されています。

※1 多くの方が見やすいように、インターホンボタン、開くボタン、かご内インジケーターの色に対して、カラーユニバーサルデザイン機構
（CUDO）の認証を取得しています。  

※2 ボタンおよびインジケーターは、屋内におけるエレベーターを基準として、周囲照度600Lx以下（10Lx～600Lx）での使用に限定。  
※3 インターホンボタンは、聴覚障がい者対応仕様を除く。
※4 セグメントLEDインジケーターにて「スーパー可変速システム」を搭載した場合は認定対象外。
※5 大形ストロークボタンを適用した場合は認定対象外。

カラーユニバーサルデザイン認証を取得 〈基本仕様〉 4ヵ国語ガイドによるアナウンスと液晶インジケーター  〈有償付加仕様〉

Universal Design 誰にもやさしいエレベーターをめざして。
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かご内の出入口上部に設けられたLED

表示灯がドアの開閉動作前、および戸

閉動作中に赤く点滅し、ドアの動きを

わかりやすく知らせます。

ドアが閉まる際、人や荷物を検知する高性能赤外

線マルチビームセンサです。エレベーターの出入口

全面に設けた赤外線ビームが、乗り降りをチェック。

センサが検知すると、閉じかけたドアをすみやかに

開き、スムーズな乗り降りを見守ります。

マルチビームドアセンサ〈2D〉 〈基本仕様〉 気配りドア 〈有償付加仕様〉

かご内の戸袋付近を赤外線ビームで監視し、かご

のドアの戸袋に近づく乗客の手や小荷物などを

検知すると警告アナウンスを発してドアをゆっくり

と開きます。また、戸開動作中にセンサが検知

するといったんドアを停止させ、その後ゆっくりと

戸開させる、人にやさしいドアシステムです。

2枚戸両引きの場合

ホールモーションセンサ〈3D〉 〈有償付加仕様〉

近赤外線利用の反射型光電装置により、閉じ

かけたドアに近づく乗客や荷物を検知して、

戸閉時のドアをすみやかに反転させます。

※火報信号連動式火災時管制運転（FER）が必要です。
※停電時自動着床装置（MELD）または省エネ形停電時自動運転装置（エレセーブ）が必要です。
※	特定防火設備とする場合は、窓無しとなります。防火設備で窓付きとする場合、網入りガラスとなります。
※エレベーター本体とは別見積りとなります。
※外気に面する場所には基本的に適用できません。適用する場合は、当社にお問合せください。

※	速度45m/minおよび、60m/minかつ1600kg	以下の機械室レス・
エレベーターに適用。ご採用の際は当社にお問合せください。
※1		エレセーブ適用時（当社調べ）。効果はご利用状況、建物の仕様	
	により異なります。

ドアシグナル 〈有償付加仕様〉

ディフェンスドア 〈有償付加仕様〉

特殊気密材により、乗場ドアを遮煙機能を持った防火設備として使用できます。昇降路レイアウトの変更はなく、特別な防火設

備工事が不要となるため、建築設計の自由度向上をはじめ、建築コストの削減、全体工期の短縮が可能になります。

省電力運転（割当制御） 〈有償付加仕様〉

PMギアレス巻上機 〈基本仕様〉

エレセーブ（省エネルギー形停電時自動運転装置）〈有償付加仕様〉

三菱電機だけの「ポキポキモータ技術」を応用した永久磁石式（PM）モーターを巻上機に採用。運転時の省エネを実現しています。

エレベーター運転時に発生する回生電力をバッテ

リーに蓄電し、停電時、バッテリーに蓄えた電力だけ

で約10分間の応急低速運転が可能です。また、通常

運転時、蓄電された回生電力と商用電力を併用し、

約20％※1の省エネを実現します。

Earthquake
Emergency

Safety さまざまな状況を想定して、安全性を追求する。

DefenseDoor 防火設備として、機能する。

Ecology 快適さをそこなわずに、かしこく省エネする。

P波センサ付地震時管制運転 EER-P 〈基本仕様〉

大きな揺れの主要動（ S波）より数秒前にやってくる初期微動（ P波）を

センサがキャッチ。エレベーターを最寄り階に着床して戸を開きます。また、

最寄り階への着床前に安全装置が作動した場合、いったん緊急停止します

が、安全装置が復帰し安全であることが確認されれば、管制運転を再開し

最寄り階に着床して戸を開きます（リスタート機能）。その後到達した

本震の大きさをS波センサで確認し、本震が小さい場合には、エレベーター

は自動的に通常の運転に戻ります。
※感知器はP波・S波〔低・高〕の3段設定となります。

長周期振動時管制運転 〈有償付加仕様〉

長周期地震動を検知し、ロープの振れ幅をリアルタイムで推定、振れ幅に応じ

た管制運転を実施します。乗客が避難した後は、業界初の「退避運転機能」

によりロープが共振しにくい階へエレベーターを自動的に退避させます。
※建物高さが300mを超える場合は、当社にお問合せください。

中間階免震建物対応 〈有償付加仕様〉

瞬時に揺れを感知して、
地震時の安全性を高める。

高効率コンバーターを採用しエレベー

ター運転時に発生する回生電力を、建物

内の電力設備に有効利用することで、

省エネルギーを実現します。

建物の上層部と下層部の間に免震装置を介する中間免震建物では、この

部分を貫通するエレベーター昇降路に地震発生時、大きな水平方向のずれ

（層間変位）が発生します。このような免震層で局部的な層間変位が発生

する中間免震建物に対応します。
※速度210m/min、積載量2000kg以下のエレベーターに適用できます。
※機械室レス・エレベーター、おもり横落しエレベーターには適用できません。
※ご採用の際は当社にお問合せください。

緊急地震速報利用地震時管制運転 〈有償付加仕様〉

気象庁より配信される緊急地震速報をもとに、エレベーター設置場所への

地震到達時刻や震度を予測。大きな揺れが予想される場合、エレベーター

を最寄り階に停止させます。地震の震源が約80km以上※離れている場合、

初期微動より緊急地震速報の方が早く到達するため、途中の階を通過

する高層建物用エレベーターでは特に効果的です。
※震源の位置、深さや地震の規模などにより異なる場合があります。

地震時エレベーター自動診断復旧システム
ELE-Quick 
地震時管制運転により休止したエレベーターについて、自動で診断を開始。

異常がなければ自動で運転を再開します。
※ELE-Quickのご利用には当社とのメンテナンス契約が必要です。
※エレベーターの仕様によっては適用できない場合があります。

通常運転モード かご室スリープモード
スリープモード
状態

スリープモード
状態

消費電力大幅カット

多い 少ない乗場の呼び

乗場呼び

1F
2F
3F
4F
5F
6F
7F
8F

1号機 2号機 3号機 4号機

※	おもりとのバランスが近くなり消費
電力を削減できる2号機を割当てます。

待機電力制御 〈有償付加仕様〉

ムダな電力をこまめに省いて待機時

の消費電力を低減。さらに、利用頻

度に応じて各エレベーターをスリープ

モードに移行させて、消費電力を大

幅にカットします。

建物高さが120mを超え、昇降路全高が60mを超える場合、基本仕様

ΣAI-2200C/220Cに適用　ΣAI-220Cは有償付加仕様

商用電力

制御盤制御盤

ロープロープ
共振階共振階

ロープロープ
非共振階非共振階

免震免震
クリップクリップ

レール連結枠レール連結枠

退避退避
運転運転

タイバー

P波センサ

プロテクタ

長周期
振動感知器

ガイドレール
吊下げ

層間変位置
検出センサ

高強度
ガイドレール
レールサイズ

アップ

可動乗場

拡大拡大
ブラケットブラケット
スパンスパンかごとおもりのバランスを利用し、

消費電力を削減できるエレベー

ターを割当て、消費電力を最大

10％削減します。

※出入口高さが2500mm以上の場合は当社にお問合せ
ください。

回生コンバーター 〈有償付加仕様〉
速度120m/min以上の場合、基本仕様
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機
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機
能

主な用途

方式名

管理台数

主要機能

ΣAI-2200C ΣAI-220C ΣAI-22

AI・ファジー理論の応用

心理的待時間評価方式

乗車時間評価方式

ビルの交通に合った運転ルール（ΣAI-220C/22は有償付加仕様）
●アップピークサービス　●ダウンピークサービス

多彩な評価項目をもつ心理的待時間評価方式（ΣAI-220C/22は有償付加仕様）
●乗場釦近接かご優先サービス　●非混雑かご優先サービス　●特定かご優先サービス　●特定階優先サービス

PC式昇降機監視盤MITEMAS（有償付加仕様）

モータードライブミックス（有償付加仕様）

かご協調型割当方式

乗客毎待時間評価方式

予測チューニング型AI方式

ニューラルネット応用制御

省電力運転（割当制御）（ΣAI-220Cは有償付加仕様）

配車台数チューニング機能

行先予報システム
（有償付加仕様）

便利なサービスかご予報機能
●即時予報と予報精度 ●次発かご予報表示

大規模ビル 中規模ビル 小規模ビル

3～8台 3～6台 3～4台

速度（m/min）
速度̶走行時間曲線

走行時間 
（秒）

一走行当たりの短縮時間

0 2 4 6 8 10

180

標準加速度

高加速度

リアルタイムシミュレーター評価によるルール群選択例
上図は出勤時のルール群選択の例を簡略化して図示したものです。実際のシステムでは数
分単位で最適ルール群を選択します。また、ビルによって選択されるルール群は異なります。

平均待時間 (秒)

10

0

15

20

25

30

8:00 8:30

ルール群2
選択

ルール群1

ルール群2

ルール群3

予
測
交
通
流

シミュレーション 各シミュレーション結果

ルール群3
選択

ルール群1
選択

ルール群2
選択

シミュレーション結果
（待時間等）が
最適となる
ルール群を選択します。

ルール群1適用
ルール群2適用
ルール群3適用
選択された最適ルール群

平均待時間の推移

待時間：25秒
長待ち率：2.4％

待時間：20秒
長待ち率：1.2％

待時間：22秒
長待ち率：2.0％

1号機 2号機 3号機 4号機

乗場呼び

乗場呼び

6
秒

6
秒

1号機 2号機 3号機 4号機

乗場呼び

乗場呼び

26
秒

4
秒

…かご
…かご呼び
…乗場呼び
…かご移動方向

11F

10F

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

11F

10F

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

従来システム ΣAI-2200C
6Fの乗場呼び
最も早く対応可能な2号機を割当て。
もし直後に11Fに乗場呼びができると
4号機を割当てるが、乗客は長く待たされる。

6Fの乗場呼び
上方走行中の4号機を割当てる。
もし直後に11Fに乗場呼びができると
待機していた2号機が速やかに応答できる。

長待ち（60秒以上）率の低減

ΣAI-2200C従来システム

長待ち率
10～30％ 低減

平均待時間の短縮

ΣAI-2200C従来システム

平均
待時間

5～15％ 短縮

かご協調型割当方式
近い将来に発生すると長待ちとなる潜在的な乗場呼びを予測、複数台のかごを協調させて、ビルのどの階に乗場呼びが発生しても輸送効率を低下させる

ことなく、最適な運行管理を実施します。

PC式昇降機監視盤 MITEMAS 

モータードライブミックス 

かご乗車人数が定員の約10％〜90％の場合、加減速度をアップして階間

走行時間を短縮し、待ち時間の縮減を図ります。かご出発時のかご内負荷と

混雑状況に応じて、駆動システムの最大能力範囲内で加減速度をアップします。

予測チューニング型AI方式
（ΣAI-2200C/220Cに適用）

ニューラルネット技術により数分先のビル内交通流を、現在の交通情報から

予測します。この予測交通流に対して、多種多様なルール群※1を、高速RISC

マイコン※2を用いたリアルタイムシミュレーターにより評価し、最適なルール

群を選択します。こうして常に最適なルール群を用いて運行制御（割当・

配車）を行います。

心理的待時間評価方式
基本的な待時間、満員確率などの他に、下記のようにビルの種類、使う人の

好みに合わせた評価項目をもっています。

●乗場ボタン近接かご優先サービス（ΣAI-220C/22は有償付加仕様）

乗場ボタンが押されたとき、ボタンに近いエレベーターを優先的に割当てたり、

戸を閉じかけたエレベーターのうち、乗場ボタンに近いものを優先的にオープン

させたりします。

●非混雑かご優先サービス（ΣAI-220C/22は有償付加仕様）

交通が混雑していないとき、空のエレベーターや乗客の少ないエレベーターを

優先的に割当てます。

●特定かご優先サービス（ΣAI-220C/22は有償付加仕様）

展望用エレベーターや地下行エレベーターがグループの一部のエレベーターで

あるとき、要求によりそのエレベーターを優先的に割当てることができます。

●特定階優先サービス	（ΣAI-220C/22は有償付加仕様）

要求により役員室や貴賓室のある階の乗場呼びを、他の階の乗場よりサービ

スが良くなるように優先的に割当てることができます。

ΣAI群管理シリーズの主要機能

ΣAI群管理
複数台のエレベーターをコントロールするΣAI群管理システム。乗っている人、待っている人のイライラを解消させる、スムーズな運転を実現。また、混み

具合を予測して、配車台数やタイミングの制御などを最先端の技術が可能にしています。

Control 待ち時間や電力のムダを、的確にコントロールする。

●見たい情報をスピーディに表示

運行状態を表示。平面図、立面

図、一覧図など多彩な画面をご

用意しています。見たい情報がス

ピーディに表示できます。

●履歴情報セーブ機能

過去に発生した故障の履歴や操

作の履歴を記録します。

●異常時には画面上で警告

アラーム機能がエレベーターの

異常や故障発生を警告します。

●各種運転の設定も遠隔操作で簡単（オプション）

地震時管制運転など各種管制運転のスイッチ切替えや休館日などの設定

が簡単にできます。

●過去の動きを再現（オプション）

過去1ヶ月間、任意の時間帯におけるエレベーターの動きをビジュアルで

再現でき、運行状態等の検証がしやすくなります。

●場所がすぐに分かるレイアウト表示（オプション）

ビル内の設置レイアウトに合わせた表示が行えます。異常発生時には、

対象となるエレベーターをすぐに特定することができます。
監視画面例

※1	群管理に必要な割当て・配車手順　※2	Reduced	Instruction	Set	Computer

速度120m/min以上のエレベーターに適用
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A（号機） B C D E F G H
15F
14F
13F
12F
11F
10F
9F
8F
7F
6F
5F
4F
3F
2F
1F

行先予報システムなし
到着したエレベーターに人が集中
する為、長い列ができます。
（場合によってはゲートの外まで・・・。）

A（号機） B C D E F G H
15F
14F
13F
12F
11F
10F
9F
8F
7F
6F
5F
4F
3F
2F
1F

行先予報システムあり
行き先階毎にまとめることで輸送
効率が向上し、長蛇の列が解消され
ます。

平均停止数：7～8ヵ所程度 平均停止数：3ヵ所程度

130

行先予報システムあり

140 150 160 170 180 人

174.3人

行先予報システムなし 150.5人

約16%
向上

セキュリティー連動・エレベーター行先予報システム〈エレ・ナビ〉 ※ご採用の際は当社にお問合せください

スムーズに乗り降り
◆エレベーター利用者がセキュリティーゲートを通る際、社員証などIDカード

のセキュリティー情報から、その利用者の行き先階を自動登録し、セキュリ

ティーゲートの表示器に乗車するエレベーターの号機を瞬時に表示。

◆エレベーターホールでは昇り・降りのボタンを押す必要なく、エレベーターが到着。

◆エレベーター内でも行き先階のボタンを押す必要なく、スムーズな乗り降り。	

Control

動作説明

①セキュリティーゲートでカードを読取装置にかざしてください。

カード読取装置

②乗車号機を確認ください。

液晶表示器

割当てられた号機が
表示されます。

カードが認証されると
ゲートが開きます。

③乗車号機へお進みください。

乗場操作盤（一例）

④乗車号機のドアが開いたら乗り込んでください。

かご操作盤

行き先階は既に登録されていますので、
ボタンを押して行き先を登録する必要はありません。

乗車号機を忘れたり、乗り損ねてしまった場合は、
乗場操作盤から行き先階を登録してください。

セキュリティーシステム（MELSAFETY-G） エレベーターシステム（∑AI-2200C）

10keyタイプ乗場操作盤

カード情報（行き先階）

利用者の乗車号機

LAN

IDコントローラー

セキュリティーゲート

連動コントローラー
（E-LIP）

エレベーター
乗車号機表示

エレベーター
制御装置

エレベーター
制御装置

エレベーター手配項目セキュリティー手配項目 エレベーター関連電気工事項目（エレベーター・ セキュリティー間の接続）

エレベーター群管理装置

センター装置

実証結果
導入前と導入後のそれぞれ5日間の出勤時間帯のデータを解析した結果、5分間

輸送人数が約16%向上しました。	
※エレベーター8台、出勤時間帯の午前8:45〜午前9:00の15分間のデータを導入前後の平日
5日間で比較。輸送効率の向上率はエレベーター構成・利用状況によって異なります。

待ち時間と乗車時間を短縮
利用者を行き先階ごとにまとめることで、停止する階を最小限にします。これにより特に混雑時における乗車時間が短縮され、エレベーターの輸送効率が

大幅に向上。輸送効率が向上することでエレベーターホールでの混雑が緩和されます。

システム構成図

セキュリティーゲートは1バンクあたり最大２階床適用することができます。

セキュリティーシステムは連動コントローラー(E-LIP)を経由して最大４バンクまでエレベーターシステムと連動することができます。

セキュリティーシステムとの連動をせず、乗場操作盤のみの適用とすることも可能です。この場合も待ち時間、乗車時間は同様の効果が得られます。
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項　　　目 内　　　容

操作方式種別

Σ	AI群管理 群乗合

2200C 220C 22 2C

施
設
規
模
・
輸
送
計
画
に
対
す
る
操
作
方
式
の
設
定

1C
セレクチブ・コレクチブ	
（乗合全自動方式）

運転手なしの全自動エレベーター。昇り、降り、それぞれの乗場ボタンが
あります。呼びに応じて起動し、同じ運転方向の呼びに順次応答し、前
方に呼びがなくなると運転方向を反転します。

2C
2カーセレクチブ・コレクチブ
（2台群乗合全自動方式）

運転手なしの全自動エレベーター。昇り、降り、それぞれの乗場ボタンが
あります。2台のエレベーターが互いに連携をとり、相互の通過後の呼び
に応答し、呼びがなくなると最後に応答した階（または主階床）で戸を閉
じ待機します。

ΣAI-22
3〜4台のエレベーターを群管理。ビル内交通が比較的穏やかな中小規
模のビルにおいて、AIを駆使した心理的待時間評価方式により効率よ
く群管理します。

ΣAI-220C
3〜6台のエレベーターを群管理。ビル内交通の激しいビル向けとして、
近い将来の交通まで予測し、各種の交通状態に対しΣAI-22に比べさ
らにきめ細かく群管理します。

ΣAI-2200C

3〜8台のエレベーターを群管理。高度なエレベーター・サービスを求め
る大規模ビル向けとして、学習機能、サービスかご予報表示などに加え、
ニューラルネットによる最適な運転方式選択機能、配車台数チューニング
機能を装備して最高水準の群管理性能や使いやすさを実現します。

群
管
理
の
機
能

主
要
機
能

AI・ファジー理論の応用

エキスパートシステムおよびファジー理論を応用してプログラム化され
た専門家の知識により群管理を行います。ビル毎の交通の特徴や使い
勝手などに合わせた運転ルールにより、それぞれのビルの交通に対応
します。

● ● ● ─

心理的待時間評価方式
乗場の一つ一つの呼びに対する心理的待時間を予測演算して、それが
最小になるようにかごを割り当てます。さらに心理的待時間評価ルール
もサービス状況により自動変更します。

● ● ● ─

乗車時間評価方式
エレベーターに乗っている時間が長くならないように乗場呼びに対する割
当を行います。この結果、待時間だけでなく乗車時間の短縮も図ります。

● ● ● ─

かご協調型割当方式
近い将来に発生すると長待ちとなる潜在的な乗場呼びを予測、複数台
のかごを協調させて、ビルのどの階に乗場呼びが発生しても輸送効率
を低下させることなく、最適な運行管理を実施します。

● ● ─ ─

乗客毎待時間評価方式
待客毎の心理的待時間を予測し、最初にボタンを押した乗客だけでなく、
2番目、3番目…の乗客をも考慮した割当を行います。

● ● ─ ─

予測チューニング型AI方式
ニューラルネット技術によりビル内交通流を予測し、リアルタイムシ
ミュレータにより常に最適なルール群を選択して運行制御します。

● ● ─ ─

ニューラルネット応用制御

人間の脳神経細胞の構造やその情報処理メカニズムをコンピューター
上で実現させたニューラルネット。このニューラルネットによりビル内の
交通流の変化を的確にとらえ、常に適正な運転方式（アップピーク、ラン
チタイム、ダウンピークサービス）を最適なタイミングで選択して群管理
制御を行います。

● ● ─ ─

配車台数チューニング機能
混雑階の混み具合のみでなく、他の階の交通や各かごの運転状況に応
じてエレベーターの配車台数を調整します。

● ─ ─ ─

項　　　目 内　　　容

操作方式種別

Σ	AI群管理 群乗合

2200C 220C 22 2C

群
管
理
の
機
能

主
要
機
能

行先予報システム

乗場の操作盤で行先階を指定すると、操作盤の表示器にサービスする
エレベーターを表示します。利用者を行き先階別に分けて運びますの
で、効率がよくなり、混雑の緩和に有効です。（出勤時分割サービスとの
併用はできません。）

○ ─ ─ ─

モータードライブミックス
かご乗車人数が定員の約10％〜90％の場合、加減速度をアップして
待時間・	乗車時間を短縮します。（速度120m/min以上のみ）

○ ○ ○ ─

学習機能
ビルの交通状況を統計的に学習し、この結果により将来の交通を予測
して、群管理ルールやパラメーターを選択し、それぞれのビルに適した
群管理に成長させます。

● ─ ─ ─

シ
ス
テ
ム
管
理

群管理自己診断機能
稼動中のエレベーターの待時間や予報外れ頻度などを自動的に検出し
て異常の有無を診断し、必要に応じて保守部門に報知して早期改善を
容易にします。

● ─ ─ ─

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
機
能

ピークトラフィックコント
ロール

一時的に混雑する階に対し、他の階のサービスを考慮しつつ優先的に
配車制御を行います。

● ● ● ●

省エネ分散待機
サービスが完了したかごを、必要時のみ分散待機させることで消費電力
を最大10％削減します。

● ● ● ●

乗場ボタン近接かご優先
サービス

乗場ボタンが押されたとき、ボタンに近いエレベーターを優先的に割当
てたり、戸を閉じかけたエレベーターのうち乗場ボタンに近いものを優
先的にオープンさせます。

● ○ ○ ─

非混雑かご優先サービス
交通が混雑していないとき、空のエレベーターを優先的に割当てます。
また、空のエレベーターがいないときは乗客の少ないエレベーターを優
先的に割当てます。

● ○ ○ ─

特定かご優先サービス
展望用エレベーターや地下行きエレベーターがグループの一部のエレ
ベーターであるとき、要求によりそのエレベーターを優先的に割当てます。

● ○ ○ ─

特定階優先サービス
役員階や貴賓室のある階の乗場呼びを他の階の乗場呼びより優先的
に割当てます。

● ○ ○ ─

アップピークサービス
オフィスビルの出勤時やホテルのチェックイン時間帯に、主階床やフロ
ント階の昇り方向の混み具合を予測して、主階床やフロント階への配
車台数、配車タイミング、到着かごの戸閉タイミングなどを制御します。

● ○ ○ ○

ダウンピークサービス
オフィスビルの退勤時やホテルのチェックアウト時間帯に、降り客の待
時間が長くならないように上方階への配車台数と配車タイミングなど
を制御します。

● ○ ○ ○

コンジェションフロア	
（混雑階）サービス

会議室や集会場のある階で短時間に乗客が集中するとき、混み具合に
より混雑階を自動的に検出して、混雑階への配車台数と配車タイミン
グなどを制御します。

○ ○ ○ ○

省電力運転（速度制御）
サービスレベルが基準値よりも良い交通状態の時は、エレベーターの
最高速度を制限します。（速度120m/min以上のみ）

● ○ ○ ○

省電力運転
（台数制御又は待機電力制御）

速度制御による省電力運転を行ってもサービスレベルが基準値よりも	
良い交通状態のときは、エレベーターの運行台数を制御します。
（台数制御は速度105m/min以下のみ、待機電力制御は速度120m/min以上のみ）

● ○ ○ ○

省電力運転（割当制御）
消費電力を削減できるエレベーターを割当て、消費電力を最大10％削減
します。

● ○ ─ ─●基本仕様　○有償付加仕様　─適用できません

●基本仕様　○有償付加仕様　─適用できません
＊項目については群管理盤がつきます。

＊

＊

＊

＊

＊
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操作方式・機能一覧

項　　　目 内　　　容

操作方式種別

Σ	AI群管理 群乗合

2200C 220C 22 2C

群
管
理
の
機
能

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
機
能

バンク分割運転
乗場ボタンとエレベーターをそれぞれ複数グループに分けて、別々に群管
理します。

○ ○ ○ ○

VIP運転
特定の1台を群管理から切放し、独立したVIP乗場ボタンにより単独運転
を行います。

○ ○ ○ ○

出勤時分割サービス

出勤時、輸送能力向上のためにエレベーターを上層階と下層階の2グルー
プに分割するとともに、主階床の昇り方向の混み具合を予測して、主階床
への配車台数、配車タイミング、到着かごの戸開閉タイミングなどを制御し
ます。（行先予報システム、行先階別配車サービスとの併用はできません。）

○ ○ ─ ─

ランチタイムサービス
前半は、食堂階に向かう方向の混雑交通に対して優先的にサービスしま
す。後半は、食堂階の混み具合を予測して、食堂階への配車台数、配車タイ
ミング、到着かごの戸開閉タイミングなどを制御します。

○ ○ ○ ─

表
示
機
能

到着予報表示

エレベーターが到着する4〜5秒前にホールランタンを点滅しチャイム
を連音で鳴動します。乗りやすくするために戸開前と戸開後のホールラ
ンタンの点滅周期を変えます。ΣAI-22はインジケーター方式のためチャ
イムのみ鳴動します。（ΣAI-22の乗場インジケーターはホールランタンに
することもできます。）

● ● ○ ─

サービスかご即時予報表示
乗場ボタンが押されると直ちにサービスするエレベーターのホールランタン
を点灯しチャイムを単音で鳴動します。

● ─ ─ ─

次発かご予報表示
出勤時の主階床のように1台に乗り切れないほど混雑する場合、ホールラ
ンタンの点灯モードを変えて先発号機と次発号機を明示します。

● ─ ─ ─

日
常
管
理

ド
ア
・
セ
ン
サ

セーフティシュー 閉まりかけた戸に人や荷物等がはさまれたとき、これを検出して戸を開きます。 ● ● ● ●

エレクトロニックドアマン 乗客の乗降を監視して、戸の開いている時間を必要最小限に自動調整します。 ○ ○ ○ ○

マルチビームドアセンサ
〈2D〉

エレベーターの出入口に設けた赤外線ビームが、ドアが閉まり終わるまでの
乗客の乗り降りを見守り、乗り降りが終わるとすみやかにドアが閉まります。
（出入口高さが2500mm以上の場合は当社にお問合せください。）

● ● ● ●

気配りドア
かごのドアの戸袋付近に近づく乗客の手、指、小荷物などを感知して、	
ドアの戸開速度を減速。また戸開動作中にセンサが感知するといったん
ドアを停止させ、その後ゆっくりと戸開させます。

○ ○ ○ ○

ホールモーションセンサ
〈3D〉

乗場側に向けて照射する赤外線により、エレベーターに乗り込もうとする
乗客を検知。閉じかけたドアもすみやかに反転して開きます。

○ ○ ○ ○

ドアシグナル
かご内の出入口上部に設けられたLED表示灯がドアの開閉動作前、およ
び戸閉動作中に赤く点滅し、ドアの動きを分かりやすく知らせます。

○ ○ ○ ○

操
作
配
慮

発音式かごボタン 行き先ボタンを押したとき、電子音でボタンが操作されたことを伝えます。 ○ ○ ○ ○

発音式乗場ボタン 乗場ボタンを押したとき、電子音でボタンが操作されたことを伝えます。 ○ ○ ○ ○

乗場休止灯
エレベーターが運転休止すると休止灯が点灯して使用不能であることを
伝えます。

● ● ● ●

かご呼び取り消し機能
まちがえて登録された行き先階は、2回そのボタンを押せば、取り消すこと
ができます。

● ● ● ●

かご呼び一括キャンセル動作
まちがって登録された後呼び（背後呼び）は、最終呼び階で一括キャンセル
します。

● ● ● ●

項　　　目 内　　　容

操作方式種別

Σ	AI群管理 群乗合

2200C 220C 22 2C

日
常
管
理

操
作
配
慮

いたずら呼びキャンセル
かご内が無人で、行き先ボタンが多数押されている時、その状態を検出し、	
かご呼びを一括キャンセルします。

● ● ● ●

ドアリオープン動作
戸を閉じかけたエレベーターがあるとき、乗場ボタンを押すと戸を反転	
させて開きます。

● ● ● ●

利
用
者
配
慮

乗り過ぎ防止装置
（過負荷検出装置）

かご内の人や荷物が積載量を超えたとき、警報を発して戸を開いたままに
します。

● ● ● ●

満員出発時乗場呼び
自動登録

エレベーターが満員になって出発したとき、積み残し客のために自動的
に乗場呼びを登録します。

● ● ● ●

満員通過機能 エレベーターが満員のときは、途中の乗場呼びを自動的に通過します。 ● ● ● ●

気配りアナウンス
満員時、誤操作時など、エレベーターが通常と違った動きをした場合、アナ
ウンスによりその状況を知らせます。

● ● ● ●

強制戸閉動作 一定時間戸閉めが妨げられていると、警報を出して戸閉めを促進します。 ● ● ● ●

戸閉繰り返し動作 戸が閉まり切らないとき、障害物を除外するために戸の開閉を繰り返します。 ● ● ● ●

最寄り階低速自動着床運転
エレベーターが階と階との間で停止したとき、エレベーターを動かしても安全
上差し支えがないと判断すると、自動的に最寄り階まで運転し戸開きします。

● ● ● ●

ネクストランディング 戸を開き切らないとき、他の階床に走行し戸開きします。 ● ● ● ●

車いす仕様
車いす利用者の使用に対し、専用かご操作盤、鏡、戸閉速度制御等の配
慮を行った仕様です。

○ ○ ○ ○

視覚障がい者対応仕様
視覚障がい者の使用に対し、操作ボタンの点字表示、戸開延長、音声アナ
ウンス等の配慮を行った仕様です。

○ ○ ○ ○

インターホンボタン応答灯
（聴覚障がい者対応仕様）

かご操作盤のインターホンボタンを押したとき、呼出中はランプが点灯し、
外部からの応答があるとランプが点滅します。

○ ○ ○ ○

高
調
波
対
策

ノイズフィルタ
高周波ノイズを抑制します。電話回線やデータ通信線への誘導による雑
音や画像の乱れの低減に効果があります。

● ● ● ●

絶縁トランス
漏洩電流を抑制します。医療機器、音響設備、OA機器、通信機器などへ
の影響が懸念される場合、追加することで低減に効果があります。

○ ○ ○ ○

ACリアクトル

電源高調波（低次高調波）を抑制します。回生コンバーターを採用している
場合、電源高調波（低次高調波）は発生しません。（「高圧又は特別高圧で
受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」による規制を受け、抑制
が必要な場合にご採用頂けます。）

○ ○ ○ ○

保
　
安

かご内ファン・かご内照明
自動休止

所定時間エレベーターが利用されないと、自動的にかご内ファンを停め、
かご内照明を消灯します。

● ● ● ●

同時通話インターホン かご内から、ビルの管理人と通話できます。 ● ● ● ●

停電灯
（バッテリー自動充電式）

停電のとき、バッテリーでかご内非常照明を点灯します。 ● ● ● ●

遠隔監視サービス機能の
インターフェース

異常情報を情報センターに送る遠隔監視操作用のインターフェースです。
（この機能を発揮するには、当社とのメンテナンス契約が必要です。）

● ● ● ●

独立運転 乗場呼びサービスを無効とし、かご呼びのみにサービスする運転です。 ● ● ● ●

＊

＊

●基本仕様　○有償付加仕様　─適用できません
＊項目については群管理盤がつきます。

●基本仕様　○有償付加仕様
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項　　　目 内　　　容

操作方式種別

Σ	AI群管理 群乗合

2200C 220C 22 2C

日
常
管
理

保
　
安

乗場休止スイッチ 基準階に設置し、エレベーターの運転を休止させます。 ○ ○ ○ ○

各階強制停止動作
かご内犯罪防止のため、かご呼びが登録された階までエレベーターを
各階に停止させることができます。

○ ○ ○ ○

防犯警報装置
（かご内専用ボタン式）

かご内に設けた防犯ボタンを操作することにより、かご、乗場のブザーを
鳴動し、各階強制停止運転を行います。

○ ○ ○ ○

防犯警報装置
（インターホンボタン兼用式）

かご内のインターホンボタンを操作することにより、かご、乗場のブザーを
鳴動し、各階強制停止運転を行います。

○ ○ ○ ○

インターホンボタンによる
乗場ブザー鳴動

かご内のインターホンボタンを操作することにより、乗場ブザーを鳴動します。 ○ ○ ○ ○

サ
ー
ビ
ス
階
選
択
機
能

かご操作盤による任意階
サービス切放し機能

かご内の操作盤で、エレベーターのサービス階を自由に変更することが	
できます。※1

● ● ● ●

サービス階切放し機能
スイッチ（キースイッチ、テンキー、カードリーダー）や時刻により、エレベーター
を停止させないようにしたり、サービスするエレベーターを限定します。※1

○ ○ ○ ○

暗証式シークレットコール
暗証番号をかご操作盤で入力することにより、特定階へのかご呼び登録
ができます。※1

○ ○ ○ ○

カード式シークレットコール カードを挿入することによって、特定階へのかご呼び登録ができます。※1 ○ ○ ○ ○

特
徴
付
け
機
能

スーパー可変速システム
乗車率に応じて定格速度以上で走行させます。（機械室レス・エレベーターの
みに適用可能です。）

○ ○ ○ ○

音声ガイダンスシステム
かご内において、各種案内を乗客にあたたかい“気配り”のある方法でアナ
ウンスします。

○ ○ ○ ○

かご内４カ国語
アナウンス

通常時：日本語・英語、
緊急時：日本語・英語・中国語・韓国語をアナウンスし、状況を知らせます。

○ ○ ○ ○

エアコン（冷房専用）
かご内を冷房してより快適にします。エアコン動作時のドレン処理機能を
内蔵していますので、ドレンタンクやホースの設備が不要です。

○ ○ ○ ○

回生コンバーター
エレベーター運転時に発生する回生電力を建物内の電力設備に有効利用
することで、省エネを実現します。（速度120m/min以上の場合、基本仕様）

○ ○ ○ ○

主階床戸開待機動作
主階床にエレベーターが必ず1台、戸を開いて待機するようにエレベー
ターを運転します。

○ ○ ○ ○

フロント階停止操作 フロント階を通りかかったエレベーターを必ずフロント階に停止させます。 ○ ○ ○ ○

主階床切替え動作
ビルの出入口が変わった時、それに合わせてエレベーターの主階床を	
切換えます。

○ ○ ○ ○

かご内液晶インジケーター

かご内インジケーター部に5.7インチの液晶ディスプレイを使用。エレ
ベーターの走行方向、位置、メッセージ、時刻を表示します。
通常時：日本語・英語、緊急時：日本語・英語・中国語・韓国語を
表示します）

○ ○ ○ ○

かご内液晶インフォメーション
かご内に10.4インチまたは15インチの液晶ディスプレイを設置。エレベー
ターの走行方向、位置、エレベーターメッセージ、時刻を表示します。また、
客先映像表示が可能です。

○ ○ ○ ○

項　　　目 内　　　容

操作方式種別

Σ	AI群管理 群乗合

2200C 220C 22 2C

日
常
管
理

特
徴
付
け
機
能

乗場液晶インフォメーション
乗場に10.4インチまたは15インチの液晶ディスプレイを設置。エレベー
ターの走行方向、位置、エレベーターメッセージ、時刻を表示します。また、
客先映像表示が可能です。

○ ○ ○ ○

乗場ボタン一体形
液晶インジケーター

3.5インチの液晶ディスプレイにエレベーターの走行方向、位置を表
示します。また、エレベーターの運行情報を表示することも可能です。

○ ○ ○ —

災
害
時
防
災
管
理

監
視
・
管
理
機
能

かご内防犯カメラ
かご内に防犯カメラを設置して、監視室などからかご室内部の状況をモニ
ターすることができます。

○ ○ ○ ○

エレベーター遠隔休止動作
キースイッチの操作により、サービスを終えたかごを指定階に呼び戻し、	
自動休止させます。

○ ○ ○ ○

自動救出運転
急行区間で停止したエレベーターに隣接エレベーターを自動的に横付け
して、係員による乗客の救出を容易にします。（120m/min以上のみ）（1C
は適用されません）

○ ○ ○ ○

停電時自動着床装置
（MELD）※2

停電時にバッテリーによりエレベーターを最寄り階に停止させます。	
（定員や速度に制限があります。事前にご相談ください。）
3段地震対応MELD：3段（特低・低・高）設定の地震感知器を設置する
ことにより、エレベーターを停止させるような地震であっても、運転限界で
ある「高」を感知していなければMELD運転による救出を可能とします。

○ ○ ○ ○

自家発時管制運転※2

停電時に自家用発動機の容量に見合った台数のエレベーターを選んで運
転します。地震対応自家発時管制運転：3段（P波・S波〔低・高〕）設定の
地震感知器を設置することにより、エレベーターを停止させるような地
震であっても、運転限界である「高」を感知していなければ自家発時管制運
転による救出を可能とします。

○ ○ ○ ○

帰着スイッチ キースイッチの操作により、群管理から除外し指定階に帰着させます。 ○ ○ ○ ○

P波センサ付地震時管制運転
（EER-P）

地震を大きな揺れがくる前の初期微動（P波）で感知し、全エレベーターを最
寄り階に停止させます。感知器はP波・S波〔低・高〕の3段設定となります。

● ● ● ●

長周期振動時管制運転
長周期地震動を検知し、建物と共振する場合のロープの振れ幅をリアル
タイムで推定。推定した振れ幅に応じた管制運転を実施します。（建物高さ
が120mを超え、昇降路全高が60mを超える場合、基本仕様）

○ ○ ○ ○

突出物保護措置
（引掛り防止）

長周期地振動によるロープ類の震動現象に対して、昇降路内機器への引
掛り防止などの対策を強化します。

● ● ● ●

火災時管制運転 火災時に監視室のスイッチにより全エレベーターを避難階へ呼び戻します。 ○ ○ ○ ○

省エネ形停電時自動運転装置
［エレセーブ］

エレベーター運転時に発生する回生電力を蓄電し、この電力により、停
電時、継続して低速での運転（10分間程度）が可能です。また、蓄電された
回生電力を、力行運転時に再利用することにより、通常運転時、約20%
の省エネを実現します。（※速度45m/minおよび、60m/minかつ1600kg
以下の機械室レス・エレベーターに適用。ご採用の際は当社にお問合せ
ください。）

— ○ ○ ○

監視盤 監視室でエレベーターの運行状態を監視するための装置です。 ○ ○ ○ ○

PC式昇降機監視盤
［MITEMAS］

多彩な画面表示で運行状況をリアルタイムで管理し、運転モードの切替
えや各種管制運転なども簡単に行えるパソコンタイプの昇降機監視シス
テムです。

○ ○ ○ ○

※1	緊急時には、非サービス階（呼び登録制限階）に停止する場合があります。
※2	停電時自動着床装置（MELD）または自家発時管制運転のいずれかの設置が義務付けられています。

●基本仕様　○有償付加仕様
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※1　出入口幅によってはオーバーヘッド寸法が大きくなる場合がありますので当社までご相談ください。
※2　定格速度45m/min、またはP26、P27、P30の場合の最大昇降行程は40mです。

●昇降路平面図（おもり後落）

●昇降路断面図

●昇降路平面図（おもり横落） ●昇降路平面図（おもり横後落）

●昇降路断面図 ●昇降路断面図
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Specifications 据付図 （機械室レス、速度45〜105m/min）

昇降路寸法（単位mm）

形式 定員
（人）

積載量
（kg）

速度※1,2
（m/min）

ドア
方式 平面図 おもり

位置

出入口
J
(mm)

かご内法
A×B
(mm)

昇降路平面※3
X×Y
(mm)

ガイドレール下端部荷重（kN）

R1 R2 R3 R4

P15-CO 15 1000

45〔60〕
60〔105〕
90〔105〕
105〔120〕

CO A 後 900 1600×1500 2250×2350 57 55 87 58

P17-CO

17 1150
CO A 後

1100 1800×1500 2450×2350 59 58 90 60

P17-CO 1000 1500×1800 2250×2650 59 58 90 60

P17-2S 2S C 横 1200 1500×1800 2600×2450 73 61 46 69

P20-CO

20

1350 CO A 後

1100

1800×1700 2450×2550 65 64 99 67

P20-2S 1300 2S
C 横

1300×2300
2400×2850 81 67 50 75

D 横後 2250×2950 59 67 78 74

P24-CO

24 1600

CO A
後

1100 1800×1900 2450×2750 68 66 102 69

P24-2CO 2CO B 1400 2000×1750 2650×2650 68 66 102 69

P24-2S 2S
C 横

1200 1500×2300
2600×2850 83 70 51 77

D 横後 2450×2950	 62 70 81 77

P26-2S 26 1750 2S
C 横

1200 1500×2500
2650×3050 86 73 53 80

D 横後 2500×3250 65 73 84 80

P27-CO
27 1800

CO A
後

1100 2000×1900 2650×2800 70 69 105 71

P27-2CO 2CO B 1400 2000×1900 2650×2850 70 69 105 71

P30-CO

30 2000

CO A 後 1100 2000×2050 2650×2950 72 71 107 72

P30-2S 2S
C 横

1200 1600×2600
2750×3150 89 75 54 82

D 横後 2600×3300 66 75 86 82

P30-2CO 2CO B 後 1400 2000×2050 2650×3000 72 71 107 72
※1	〔　〕内の数値は、可変速エレベーターシステムの機能により、中間負荷時に変化する速度です。
※2	積載量2000kgの場合において、定格速度105m／minで可変速エレベーターシステム付きをご用命の場合は、当社までご相談ください。
※3	昇降路内法は防水仕上後の寸法を示します。仕様によっては一部の寸法が変わることがありますので、当社までご相談ください。
●	建築物が柔構造（S造）の場合は当社までご相談ください。

形式
定員
（人）

積載量
（kg）

速度※1,2

（m/min）
昇降行程
TR（m）

ピット深さ
　　P※3
(mm)

オーバーヘッド
OH
(mm)

かご側
緩衝器部荷重
P1（kN）

おもり側
緩衝器部荷重
P2（kN）※4

P15-CO 15 1000

45〔60〕

60〔105〕

90〔105〕

105〔120〕

TR≦30 1250
<1550>

3500	<3700>

78×2 140×1
30＜TR≦40 3600	<3800>

40＜TR≦60
（1250）
1550

（3650）
3800
<3850>

P17-CO
P17-2S

17 1150

TR≦30 1250
<1550>

3500	<3700>

85×2 149×1
30＜TR≦40 3600	<3800>

40＜TR≦60
（1250）
1550

（3650）
3800
<3850>

P20-CO
P20-2S

20
1350
1300

TR≦30 1250
<1550>

3500	<3700>

100×2 176×1
30＜TR≦40 3600	<3800>

40＜TR≦60
（1250）
1550

（3650）
3800
<3850>

P24-CO
P24-2CO
P24-2S

24 1600

TR≦30 1250
<1550>

3500	<3700>

107×2 183×1
30＜TR≦40 3600	<3800>

40＜TR≦60
（1250）
1550

（3650）
3800
<3850>

P26-2S 26 1750
TR≦30 1250	<1550> 3500	<3700>

114×2 96×2
30＜TR≦40 1400	<1550> 3750	<3800>

P27-CO
P27-2CO

27 1800
TR≦30 1250	<1550> 3500	<3700>

114×2 96×2
30＜TR≦40 1400	<1550> 3750	<3800>

P30-CO
P30-2S	
P30-2CO

30 2000
TR≦30 1400

<1550>

3650	<3700>
119×2 99×2

30＜TR≦40 3750	<3800>
※1	〔　〕内の数値は、可変速エレベーターシステムの機能により、中間負荷時に変化する速度です。
※2	積載量2000kgの場合において、定格速度105m ／minで可変速エレベーターシステム付きをご用命の場合は、当社までご相談ください。
※3	昇降路内法は防水仕上後の寸法を示します。仕様によっては一部の寸法が変わることがありますので、当社までご相談ください。
※4	緩衝器部荷重の[×数字]は、緩衝器本数を示します。オモリ側の緩衝器本数については変わることがあります。
●	オーバーヘッドは標準天井高さ、標準出入口高さの場合を示します。
　	特殊意匠の場合は当社までご相談ください。
●	（　）内は定格速度60m/minで可変速エレベーターシステム付きでない場合の寸法を示します。
　		<　>内は定格速度105m/min（中間負荷時定格速度120m/min）の場合の寸法を示します。
●	エアコン（冷房専用）をご用命の場合は、当社までご相談ください。
●	つり合いおもりは、非常止め装置なしの場合を示します。
●	ピット下を居室、物置などとして使用することは制約がありますので、当社までご相談ください。
●	人荷用エレベーターの場合、荷物（台車を含む）は500kg以下に分けて搬出入してください。
●	昇降機耐震設計・施工指針（2016年版）耐震クラスA14が基本仕様です。耐震クラスS14や、地域係数1.0以外をご用命の場合は当社までご相談ください。
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Specifications 据付図 （機械室あり、速度120〜240m/min）

速度
（m/min）

ピット深さ
PD	(mm)

オーバーヘッド
OH	(mm)

頂部すき間
TC	(mm)

機械室有効高さ
HM	(mm)

120 2150 5400 1850 2250

150 2450 5600 2050 2250

180 2750 5900 2350 2550

210 3450 6400 2750 2550

240 3850 7000 3350 2850
オーバーヘッド寸法は出入口高さ、かご室意匠が標準仕様の場合です。
（出入口高さ2100mm、かご天井高さ2400mm）

120〜180m/minの場合

定員
（人）

機械室床に
かかる荷重（kN）

R1 R2

15 109.3 64.2

17 114.7 67.7

20 124.1 77.5

24 133.4 82.4
●	1台当りの荷重を示します。

210〜240m/minの場合

定員
（人）

機械室床に
かかる荷重（kN）

R1 R2

15 129.9 79.4

17 139.3 85.3

20 143.7 87.3

24 153.0 93.7
●	1台当りの荷重を示します。

緩衝器部荷重（短期荷重）（kN）

速度
（m/min）

定員
（人）

緩衝器部荷重（kN）

P1
（かご側）

P2
（おもり側）

120

15 101 88

17 111 95

20 136 117

24 169 146

150

15 128 111

17 140 120

20 172 148

24 214 185

180

15 135 121

17 148 130

20 165 142

24 205 177

210

15 155 140

17 168 150

20 186 162

24 217 187

240

15 158 143

17 171 152

20 183 160

24 218 188

昇降路・機械室寸法（単位mm）

形式
定員
（人）

積載量
（kg）

出入口
J
(mm)

かご内法
A×B
(mm)

昇降路平面　(mm) 機械室平面　(mm) ●	薄形巻上機、薄形制御盤の採用により、機械室サイズを小さくすることができます。詳細は当社までご相談ください。
●	昇降路及び機械室平面図の据付寸法は柔構造（S造）の場合を示します。
●	つり合いおもりは、非常止め装置なしの場合を示します。
●	機械室床にかかる荷重及びピット衝撃荷重はかご室意匠が標準意匠の場合を示します。特殊意匠の場合は当社
までご相談ください。

●	速度180m/min以上の1台設置は昇降路内法を大きくする必要があります。当社までご相談ください。
●	1台設置でMELD有りの場合は、機械室間口内法（x）≧2380mmを確保ください。
●	昇降機耐震設計・施工指針（2016年版）耐震クラスA14が基本仕様です。耐震クラスS14や、地域係数1.0以外をご用
命の場合は当社までご相談ください。

1台設置
X×Y

2台並設
X×Y

1台設置
x×y

2台並設
x×y

P-15-CO 15 1000

900 1600×1500 2250×2400 4650×2400 3700×5150 5650×5150

900 1700×1400 2350×2300 4850×2300 3700×5050 5850×5050

1000 1800×1300 2450×2200 5050×2200 3700×4950 6050×4950

P-17-CO 17 1150

1000 1800×1500 2450×2400 5050×2400 3700×5150 6050×5150

1000 1900×1400 2550×2300 5250×2300 3700×5050 6250×5050

1100 2000×1350 2650×2250 5450×2250 3700×5000 6450×5000

P-20-CO 20 1350

1000 1800×1700 2450×2600 5050×2600 3700×5350 6050×5350

1000 1900×1600 2550×2500 5250×2500 3700×5250 6250×5250

1100 2000×1500 2650×2400 5450×2400 3700×5150 6450×5150

P-24-CO 24 1600

1100 2000×1750 2650×2650 5450×2650 3700×5400 6450×5400

1100 2100×1650 2750×2550 5650×2550 3700×5300 6650×5300

1100 2150×1600 2800×2500 5750×2500 3700×5250 6750×5250

●昇降路断面図●昇降路平面図

●機械室平面図

図
面
・
寸
法
表

図
面
・
寸
法
表



45

工事範囲

エレベーターの設計・据付工事は当社が責任をもってお引受けいたします。下記の項目については、除外工事としてエレベーターの見積りに含まれておりません

ので、建築工事及び電気等の設備工事として施工くださるようお願いいたします。

■建築工事関係
	 1.	十分な強度の昇降路築造・耐火処理工事及び各階乗場穴あけ工事。
（コンクリート打ちの誤差は25mm以下に願います。なお、オーバーヘッド
寸法の誤差については20mm以下に願います。誤差がこれより大きいとき
は必要に応じて、はつり・肉付け工事を願います）

	2.	鉄骨構造・PC構造の昇降路では、各階のファスナー設置工事、乗場部品
取付用下地鋼材の設置工事、又はインサート埋込み工事。

	3.	各階乗場の出入口枠周囲のモルタル詰め工事。
	4.	エレベーター据付後の乗場壁廻り及び床、その他の補修仕上工事。
	5.	ピット内防水仕上工事。（必要に応じて排水設備工事を含みます）
	 6.	機械室レス・エレベーターの昇降路頂部に機器吊上げ用のトロリービーム、
又はフックの取付工事。（吊荷重＝20kN以上のものを設置してください）

	 7.	ピット内の間仕切り工事、又は中間ビーム設置工事。
	 8.	ピット床下部使用の場合の建築対策工事。
	 9.	ピットが深い場合の埋戻し工事。
	10.	通過階のある場合の非常口設置工事。
	11.	乗場に雨水が浸入するおそれがある場合の、ひさし、床勾配及び排水溝
設置工事。

〈機械室ありエレベーターの場合〉
	12.	機械室の築造工事及び出入口、採光窓の設備工事。
	13.	マシンビーム受梁及びスペーサの設置工事。
	14.	機械室天井にトロリービームの設置工事。
	15.	機器搬入口の仮設及び復旧工事。
16.	機械室床の穴あけ工事、配管後のシンダーコンクリート打設工事、防塵
仕上工事。

そのほか次の事項にもご協力願います。
	● 電源電圧の変動は＋5％〜−10％以内・電圧不平衡率5％以内に保つよう電源を設置してください。
	● 昇降路内の温度はー5℃〜40℃以内、湿度は月平均90%・日平均95%未満かつ急激な温度変化等により氷結・結露しないようにしてください。	
・昇降路がシースルーの場合の直射日光や、その他の環境変化等予期せぬ要因により昇降路の温度が40℃を著しく超えると、	
　利用者の安全確保のため、エレベーターは自動的に最寄階に停止し、休止状態となる場合があります。

	● 輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は250kg以下に分けて搬出入してください。
	● 外部階段などから最上階及び最下階エレベーターホールへアクセスできる経路を確保してください。
	● 乗場に雨水が浸入するおそれがある場合は、ひさし・床勾配・排水溝などを設置してください。
	● 昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないようにしてください。
	● 換気設備を設置する場合は、昇降路外部より保守可能な位置とし、設置環境により雨水あるいは防水対策を実施してください。
	● エレベーターから発生する高調波により、他の設備が影響を受けないよう次の対策を実施ください。
（1）エレベーター動力用電源と、医療機器、音響設備、OA機器、通信機器等（以下医療機器等）の電源・信号線を1m以上分離。
（2）エレベーターを含む動力の電源トランスと、医療機器等の電源トランスの分離。
（3）エレベーターを含む機器アース線と、医療機器等のアース線の分離配線と接地極の分離。
（4）漏電遮断機はインバーター回路対応のものを使用。
	● 遮断器はインバーター回線対応のものを使用してください。
	● 昇降路には有害ガスや甚だしい塵埃などが入らないようにしてください。
	● エレベーター部品、据付材料の保管場所は無償貸与願います。
	● 据付工事用仮設電源及び試運転用電力は無償供給願います。
	● エレベーターを工事用として使用する場合は別途ご用命ください。
	● エレベーター部品の搬入経路を確保願います。

■設備工事関係
	 1.	昇降路最下階までの動力電源・照明電源・接地線の引込み、つなぎ込み
工事及び貫通部の耐火処置（スキマのふさぎ）。

	2.	昇降路外のインターホン・昇降路の異なる群管理エレベーター（例：
対面配置）の群管理用配管配線工事・その他エレベーターに必要な配管
配線工事。

	3.	エレベーターの遠隔管理用配管配線工事。（昇降路最下階から最寄りの
電話中継盤まで）

	4.	ピットの点検用コンセント設備工事。
	5.	機械室天井及び昇降路頂部の煙感知器の設備工事。
	6.	かご内防犯カメラ用配管配線工事。
	7.	放送用配管配線の昇降路までの引込工事。
	8.	機械室、昇降路の換気、又は空調設備工事。
	9.	機械室の照明設備及び点検用コンセント設備工事。
10.	ディフェンスドアをご採用の場合、ディフェンスドア設置階乗降ロビーの
火災感知器、又は煙感知器の設置工事。

お電話などでご照会をいただく場合には、下記の項目についてご連絡ください。なお、ご質問などがございましたら、	
営業担当者を早速伺わせますのでお気軽にお申し付けください。
1.設置建物名称	　2.建設地住所	　3.機種形式　4.設置台数　5.停止階数　6.昇降行程　7.電源電圧・周波数		

ご照会の際は次の事項を
お知らせください。

北海道情報センター

東北情報センター

東京情報センター

横浜情報センター

中部情報センター

関西情報センター

中国情報センター

九州情報センター

三菱電機ビルソリューションズ株式会社は、
全国約280ヵ所のサービス拠点、
8ヵ所の情報センターによる
ネットワークで常に受信体制を整え、
お客さまの信頼にお応えしています。
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北海道支社
北日本支社
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横浜支社（横浜営業部）
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〈当社の個人情報取り扱いについて〉
お客様の個人情報は適切に管理し、お客様との契約の履行に伴い利用します。
また、当社が取り扱うサービス・商品の紹介等、お客様に有益で適切な情報を提
供するために、お客様の個人情報を利用します。なお、この目的のために、お客
様の個人情報の一部を業務上関連する会社へ提供する場合があります。
●印刷物の内容は、改良のため予告なく変更することがあります。また色調は印刷のため、実物とは異
なる場合もありますので、予めご了承ください。




